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徳島における水害の課題点
①南海トラフ地震
今後30年以内に発生する確率は70～80％

②河川の氾濫
自然災害により大規模な氾濫を繰り返し、
甚大な被害を被る



洪水ハザードマップを活用している方は約３割と低く、
さらなる活用方法や周知徹底が必要

防災への課題



徳島の未来像
・自然災害での被害を最小限に
・自然災害に強い徳島
・先人たちの知恵を受け継ぎ、啓発する
・先人の願いを受け止めた安心安全な街づくり

これを叶える救世主は…



高地蔵！
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徳島文理高等学校郷土研究部の高地蔵研究史

２０１３年 高地蔵の調査開始 

２０１４年 徳島市の高地蔵調査 →『徳島市の高地蔵』
                『ハザードマップ上の高地蔵』       
２０１６年 藍住町・石井町の調査 →『高地蔵の調査－徳島県藍住町・石井町－』
      吉野川下流域の高地蔵の調査 → 『吉野川下流域の高地蔵に迫る』
２０１７年 藍作地域の高地蔵      → 『藍作地域の高地蔵』
２０１８年 徳島市国府町の調査     →『北井上地区の高地蔵』

２０１９年 徳島県南部の高地蔵の調査  →『海部郡における津波の記録』

          津波サミット『Ｒｅｓｅａｒｃｈ　‘ＴＡＫＡＪＩＺＯ’』
２０２０年 徳島県内全域の調査  → 香川県の調査



ハザードマップ上の高地蔵



徳島県南部のハザードマップと高地蔵

高地蔵はハザード
マップ上の赤に示さ
れた場所と同じ所に
ある



海陽町浅川地区
浅川観音庵の地蔵

台座高 ７１㎝
像高 １１５㎝
総高 １８６㎝
標高 １５m

浅川観音庵安政・昭和
南海地震襲来地点石

紫色の矢印が指している物は
安政の南海地震の際に建立さ
れたもので、黄色の矢印が指
している物は昭和南海地震の
際に建立された。

浅川大田の地蔵
台座高 １５２㎝
像高 ７３㎝
総高 ２２５㎝
標高 ４．３m



徳島の未来のために



1 アプリ作成
・グーグルマップのストリートビューを活用
・地蔵の高さや地蔵の位置がすぐわかる
・地蔵が360度の角度で見られる
・水が来る高さを予測可能
・洪水ハザードマップを表示

    ⇒防災訓練で活用



２ ジオラマ作成
・３Dプリンターを活用して３D模型作り
・洪水ハザードマップを基にジオラマを製作し

徳島県庁に展示



３ 講演・出前授業 

・小中学生や地域の方々を対象に

・アプリ、ジオラマを活用

・VRでフィールドワーク体験



高地蔵が
 未来の徳島を
  創る！
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